
　
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
一
部
を
除
き
各
地
の
原
子
力
発
電
所
は
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
電
力
の
供
給
不
足
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
う
電
力

不
足
を
補
う
た
め
、
火
力
発
電
所
を
は
じ
め
と
す
る
高
コ
ス
ト
の
発
電
設
備
の

稼
働
に
よ
る
電
力
料
金
値
上
げ
が
企
業
収
益
を
圧
迫
し
始
め
て
お
り
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
ニ
ー
ズ
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状

況
下
で
、
生
産
工
場
の
総
消
費
電
力
の
約
２
―
３
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
設
備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。
オ
イ

ル
フ
リ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
中
心
と
し
た
総
合
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
当
社
の
取
り
組
み
を
解
説
す
る
。

後藤浩一部長ＩＨＩ回転機械汎用圧縮機営業部

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
分
類
に
つ
い
て
（
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
機
・
容
量
調
整
機
）
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コンプレッサー市場ニーズに応え産業分野で活躍する
Ｉ
Ｈ
Ｉ
回
転
機
械
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
取
り
組
み
・
提
案

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
設
備
の
最
適
化
に
つ
い
て
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圧
縮
空
気
設
備
の
高
効
率

化
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・
安

定
運
転
に
は
、
各
需
要
先
の

工
場
エ
ア
消
費
パ
タ
ー
ン
を

調
査
・
確
認
し
た
上
で
各
工

場
に
と
っ
て
最
適
な
機
種
選

定
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
一
般
的
に
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
は
、
そ
の
用
途
に
よ
り

一
定
流
量
を
効
率
よ
く
吐
出

す
る
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
機
と
、

空
気
需
要
の
変
動
に
追
従
す

る
容
量
調
整
機
に
分
類
さ
れ

る

図
１

。

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
回
転
機
械
で
は
、

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
機
と
容
量
調

整
機
の
役
割
を
踏
ま
え
た
上

で
最
適
機
種
を
選
定
し
、
運

用
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。
以
下
に
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
述
べ
る
。

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
機

　
工
場
の
稼
働
時
に
は
、
一

般
的
に
あ
る
一
定
以
上
の
空

気
需
要

ベ
ー
ス

が
あ

り
、
こ
の
領
域
を
カ
バ
ー
す

る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に
つ
い

て
は
１
０
０
％
負
荷
時
に
最

も
効
率
よ
い

動
力
原
単
位

の
良
い

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
ベ
ー
ス
に
対
し
て
何
台

の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
設
置

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
の
吐
出
容
量
に

よ
る
効
率
差
、
万
一
の
緊
急

停
止
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
な

ど
で
決
ま
っ
て
く
る
。
大
型

機
を
少
な
い
台
数

１
台
ま

た
は
２
台

で
設
置
す
る
場

合
は
、
予
備
機
が
大
型
化
し

て
設
備
容
量
が
増
え
る
一

方
、
大
型
機
の
効
率
の
良
さ

や
配
管
・
配
線
を
含
め
た
設

置
工
事
費
用
や
導
入
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
小
型
機
で

設
置
台
数
を
多
く
す
れ
ば
、

緊
急
予
備
機
も
小
型
化
で
き

る
上
に
前
述
と
比
較
し
て
設

備
容
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
一
般
的
に
大
型
機

に
比
べ
効
率
は
劣
る
た
め
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
で
は
良

案
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
台
数
も
増
加

し
て
い
く
た
め
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
面
で
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
述

の
大
型
機
・
小
型
機
の
特
性

・
特
徴
を
よ
く
理
解
し
た
上

で
現
状
の
空
気
需
要
や
将
来

の
需
要
な
ど
を
勘
案
し
て
、

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
機
の
選
定
は

慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。容

量
調
整
機

　
一
般
的
に
空
気
需
要
の
大

幅
か
つ
急
激
な
変
動
に
際
し

て
は
、
小
型
機
で
多
く
の
台

数
を
設
置
す
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
単
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

を
小
型
化
し
た
だ
け
で
は
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
ベ

ー
ス
を
超
え
た
一
時
的
な
空

気
需
要
や
、
工
場
の
操
業
が

極
端
に
少
な
い
休
日
や
夜
間

の
空
気
需
要
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
に
応
じ

て
吐
出
空
気
容
量
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
容
量
調
整
の

機
能
が
充
実
し
た
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
を
採
用
す
る
べ
き
で

あ
る
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く


